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Natural disasters caused by concentrated heavy rains and typhoons have occurred in various places, 
and has made a great impact on social activities and people's lives in recent years in japan. Then the 
effect on transportation caused by disaster on slope failure is very high. The Hokkaido heavy rainfalls 
due to Typhoon 10th in 2016 caused geotechnical disasters, which are slope failure, debris flow, scour 
and erosion etc. In particular, serious geotechnical damages were induced in Hidaka region. The 
objective of this study is to investigate factors for geotechnical disaster due to Typhoon 10th in this 
region. In this study, geomorphic and geological investigation for factor of slope failure occurred in 
the Nissho mountain pass in Route 274 and the Karikachi mountain pass in Route 38 is discussed. In 
the survey, it is found that the collapses of road embankments and cut slopes is caused by scour and 
erosion due to an infiltration into ground and a flow of road surface water by a large amount of rain 
water. 
 





2016 年 8 月に北海道では観測史上初めて 3 つの台風が上陸し、北海道全域に強風と大雨をもたらし、
各地で河川氾濫や地盤災害が発生した。特に、8 月 29 日から前線に伴う降雨の後、台風 10 号が北海道
に接近した影響により、日勝峠や狩勝峠周辺等では局地的短時間に激しい豪雨となり、降り始めからの
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2. 2 国道 274号日勝峠に至る十勝側の地盤災害 
図 3 に、7 合目付近の盛土崩壊状況を示す。本箇所は道路曲線が大きく崩壊し、道路本体が大きく欠
損していることが分かる。本箇所は、より標高が高い 8 合目方向からの大量の舗装表流水および土石流
の一部が流下して、道路線形が直線から曲線に変化する地点の盛土斜面の肩部を浸食・洗掘したことに
より、大規模な崩壊が発生したと考えられる。図 4 には、図 3 の標高より高い位置の 7 合目付近（石山
トンネル付近）で発生した土石流の状況である。図に示すように、路面には土砂・石・樹木が堆積して
おり、土石流を構成する土は、風化花崗岩が細粒化したまさ土である。 
































図 5 国道 274号三国の沢シェルター崩壊
状況(1) 
木幡 行宏 
－ 10 － 









2 国道 274号日勝峠の地盤災害 
2.1 国道 274号被災概要 
2016年 8月 17日～23日の 1週間に 3個の台風が北海道に上陸し、道東や富良野周辺を中心に大雨に
より河川氾濫や地盤災害が発生した。また、8 月 29 日から前線に伴う降雨があり、その後、台風 10 号
が北海道に接近し、30 日から 31 日の深夜にかけて日勝峠周辺では局地的短時間に非常に激しい雨とな
った。特に、8月 30日 23:00～0:00には時間雨量 55 mm記録する猛烈な雨となり、降り始めからの積算








図 2に、国道 274号日高町千栄～清水町清水間（42.9 km）の被災箇所を示す(1)。当該区間における被
災は、落橋などの橋梁損傷箇所が 10か所、覆道損壊箇所が 3か所、道路本体が大きく欠損した箇所が 6
図 2 国道 274号日勝峠（日高町千栄～清水町清水間（42.9 km））の被災箇所(1) 
図 1 8月 30日～31日のレーダー降水分布 (1) 
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が多く見られた。図 9 は、No.20 の盛土崩壊状況
図 6 No.27付近の盛土崩壊状況 図 7 No.27付近の切土崩壊状況 










図 9  No.20の盛土崩壊状況(1) 
至 日高町 
図 10 No.2 千坂擁壁の洗掘による崩壊状況(1) 図 11 No.1 千呂露橋の落橋状況(1) 
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である。図に示すように、河川増水により盛土下部が浸食・洗掘され道路本体が大きく欠損しているの




3 国道 38号狩勝峠の地盤災害 
 
















らに浸食し、盛土崩壊に到ったと考えられる。国道 274 号日勝峠 7 合目以上の高地における崩壊メカニ
ズムは、国道 38号狩勝峠の大規模な盛土崩壊でも同様であったと考えられる。一方、国道 274号や国道
38号の標高が低い地域では、河川の増水により、河川近接部の道路や橋梁の橋脚基礎あるいは橋台背面























－ 12 － 




















が多く見られた。図 9 は、No.20 の盛土崩壊状況
図 6 No.27付近の盛土崩壊状況 図 7 No.27付近の切土崩壊状況 










図 9  No.20の盛土崩壊状況(1) 
至 日高町 
図 10 No.2 千坂擁壁の洗掘による崩壊状況(1) 図 11 No.1 千呂露橋の落橋状況(1) 
2016年台風 10号による日高地方地盤災害の要因に関する調査 
－ 13 － 
である。図に示すように、河川増水により盛土下部が浸食・洗掘され道路本体が大きく欠損しているの




3 国道 38号狩勝峠の地盤災害 
 
















らに浸食し、盛土崩壊に到ったと考えられる。国道 274 号日勝峠 7 合目以上の高地における崩壊メカニ
ズムは、国道 38号狩勝峠の大規模な盛土崩壊でも同様であったと考えられる。一方、国道 274号や国道
38号の標高が低い地域では、河川の増水により、河川近接部の道路や橋梁の橋脚基礎あるいは橋台背面




























































(1) 北 海 道 開 発 局 ： 平 成 28 年 夏 の 大 雨 に よ る 被 災 状 況 等 に つ い て , 北 海 道 開 発 局 HP, 
http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/saigai/ud49g70000007big-att/170510-3_all.pdf （閲覧日 2017/5/12）. 
(2) 松岡直基, 小山内信智, 林真一郎, 小倉勉, 齋藤正美, 中林 宏典：2016 年 8 月北海道に広域災害を引き起こし
た連続豪雨の概要, 平成 29 年度砂防学会研究発表会概要集, 2017, p.18-19. 











 Slope Failure of Nissho and Karikachi Mountain Passes due to 









The Hokkaido heavy rainfalls due to Typhoon 7th, 11th, 9th and 10th in 2016 caused floods of rivers, 
slope failure and debris flow. In particular, serious geotechnical damages were induced in Hidaka 
district, for example collapses of road embankments and cut slopes and road facilities. This paper 
describes geotechnical characteristics of decomposed granite and periglacial soils sampled from the 
Nissho mountain pass in Route 274. A series of site investigation and laboratory tests for physical 
mechanical properties were performed on the soils materials. In consideration of test results, it was 
found that soil layers of weathering residual granite soils specified into problematic soils are observed 
in disaster areas and that the mechanical behavior is changed depending on the degree of weathering 
(environmental conditions).  
 






平成 28年 8月 17日～23日の 1週間に北海道を襲った台風 7号、11号、9号は、北海道東部を中心に
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